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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動もあり、一部に

企業収益の改善に足踏みがみられるものの、政府による各種政策の効果により、雇用情勢の改善が続き、景気は緩

やかな回復基調が続いています。 

 当社グループの主要事業である建設業におきましては、公共投資は関連予算の執行、非住宅投資は、企業収益の

改善により堅調に推移しておりますが、住宅投資については、駆け込み需要の反動の影響を受けて、緩やかに減少

しています。また、建設建材の動向や建設労働者の需給状況には引き続き注視が必要ですが、品確法・入契法・建

設業法の改正による建設工事の適正な施工とその担い手の育成・確保を実現する労働環境の改善への取り組みが具

現化するにつれ安定的な経営環境の回復が期待されます。 

 このような情勢下におきまして、当社グループを挙げて積極的な営業活動を行いました結果、売上高が71,110百

万円（前年同期比23.8％増）、売上総利益が6,395百万円（前年同期比82.7％増）となりましたことから、営業利

益が4,210百万円（前年同期比202.2％増）、経常利益が4,087百万円（前年同期比179.3％増）となり、親会社株主

に帰属する四半期純利益は2,321百万円（前年同期比77.1％増）となりました。

 なお、当社グループの主たる事業である建設事業におきましては、契約による工事の完成引渡しが第４四半期連

結会計期間に集中しているため、第４四半期連結会計期間の完成工事高が著しく多くなるといった季節的変動があ

ります。一方、販売費及び一般管理費は恒常的に発生するため、第２四半期の経営成績は、全般的に通期の業績予

想に対し、進捗率が低くなる傾向にあります。

 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末の資産の部は、前連結会計年度末に比べ、現金預金が10,427百万円、有価証券が

3,499百万円増加し、受取手形・完成工事未収入金等が9,147百万円減少したこと等により、資産合計は2,544百万

円増加した111,729百万円となりました。

 負債の部は、前連結会計年度末に比べ、支払手形・工事未払金等が3,410百万円、短期借入金が3,400百万円減少

し、預り金が2,067百万円増加したこと等により、負債合計は4,747百万円減少した72,657百万円となりました。純

資産の部は前連結会計年度末に比べ、資本金が2,708百万円、資本剰余金が2,708百万円、利益剰余金が2,097百万

円増加したこと等で39,072百万円となり、自己資本比率は34.6％となりました。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年５月15日に公表しました通期の業績予想を変更しています。

    詳細につきましては、本日公表しました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

 （１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年

９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主

持分への表示の変更を行っています。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計

年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っています。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 16,307 26,734 

受取手形・完成工事未収入金等 68,257 59,110 

有価証券 － 3,499 

未成工事支出金等 888 1,403 

短期貸付金 25 21 

繰延税金資産 556 453 

その他 8,968 6,529 

貸倒引当金 △176 △148 

流動資産合計 94,827 97,603 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物 5,098 5,034 

機械、運搬具及び工具器具備品 8,774 8,935 

土地 5,150 5,128 

リース資産 160 162 

建設仮勘定 2 47 

減価償却累計額 △11,614 △11,646 

有形固定資産合計 7,571 7,662 

無形固定資産 137 136 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,406 5,446 

長期貸付金 102 83 

破産更生債権等 15 578 

繰延税金資産 102 94 

その他 1,646 961 

貸倒引当金 △622 △837 

投資その他の資産合計 6,649 6,327 

固定資産合計 14,358 14,126 

資産合計 109,185 111,729 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 43,558 40,148 

短期借入金 8,400 5,000 

未払法人税等 1,682 1,406 

未成工事受入金 6,667 7,617 

預り金 6,829 8,896 

完成工事補償引当金 272 367 

賞与引当金 349 366 

工事損失引当金 661 333 

その他 624 333 

流動負債合計 69,045 64,469 

固定負債    

繰延税金負債 602 550 

訴訟損失引当金 81 77 

退職給付に係る負債 6,232 6,176 

その他 1,443 1,383 

固定負債合計 8,359 8,187 

負債合計 77,404 72,657 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,321 9,030 

資本剰余金 5,246 7,955 

利益剰余金 18,931 21,029 

自己株式 △153 △159 

株主資本合計 30,346 37,855 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,341 1,198 

繰延ヘッジ損益 87 81 

為替換算調整勘定 △13 △25 

退職給付に係る調整累計額 △466 △424 

その他の包括利益累計額合計 947 830 

新株予約権 183 183 

非支配株主持分 302 203 

純資産合計 31,780 39,072 

負債純資産合計 109,185 111,729 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 57,458 71,110 

売上原価 53,957 64,714 

売上総利益 3,501 6,395 

販売費及び一般管理費 2,108 2,185 

営業利益 1,393 4,210 

営業外収益    

受取利息 5 5 

受取配当金 26 39 

為替差益 70 － 

その他 66 75 

営業外収益合計 169 120 

営業外費用    

支払利息 40 30 

支払保証料 31 44 

為替差損 － 103 

その他 27 64 

営業外費用合計 99 243 

経常利益 1,463 4,087 

特別利益    

固定資産売却益 19 2 

訴訟損失引当金戻入額 123 － 

その他 4 － 

特別利益合計 146 2 

特別損失    

固定資産除売却損 0 6 

訴訟関連損失 73 311 

その他 0 0 

特別損失合計 73 317 

税金等調整前四半期純利益 1,537 3,772 

法人税、住民税及び事業税 318 1,416 

法人税等調整額 △39 131 

法人税等合計 279 1,547 

四半期純利益 1,257 2,224 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △53 △97 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,311 2,321 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 1,257 2,224 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 137 △142 

繰延ヘッジ損益 27 △6 

為替換算調整勘定 7 △11 

退職給付に係る調整額 43 42 

その他の包括利益合計 217 △117 

四半期包括利益 1,474 2,106 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,528 2,204 

非支配株主に係る四半期包括利益 △53 △97 

 

- 6 -

大豊建設株式会社（1822）　平成28年３月期　第２四半期決算短信



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,537 3,772 

減価償却費 176 169 

訴訟関連損失 73 311 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 16 △101 

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 28 95 

賞与引当金の増減額（△は減少） △7 17 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 186 △53 

工事損失引当金の増減額（△は減少） △124 △327 

訴訟損失引当金の増減額（△は減少） △97 △3 

固定資産除売却損益（△は益） △19 3 

受取利息及び受取配当金 △32 △45 

支払利息 40 30 

為替差損益（△は益） △59 119 

売上債権の増減額（△は増加） 7,464 9,188 

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,186 △514 

仕入債務の増減額（△は減少） △8,636 △3,403 

未成工事受入金の増減額（△は減少） 576 949 

その他の資産の増減額（△は増加） △2,160 2,408 

その他の負債の増減額（△は減少） △179 1,753 

その他の損益（△は益） △30 70 

小計 △2,434 14,440 

利息及び配当金の受取額 32 45 

利息の支払額 △26 △27 

法人税等の支払額 △355 △1,717 

訴訟関連損失の支払額 △55 △1 

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,839 12,740 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △66 △63 

定期預金の払戻による収入 66 107 

有形固定資産の取得による支出 △182 △300 

有形固定資産の売却による収入 53 18 

無形固定資産の取得による支出 △10 △11 

投資有価証券の取得による支出 △325 △304 

投資有価証券の売却による収入 55 59 

短期貸付金の純増減額（△は増加） 3 2 

長期貸付けによる支出 △1 △1 

長期貸付金の回収による収入 19 18 

投資活動によるキャッシュ・フロー △387 △475 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △149 △6,550 

長期借入れによる収入 － 3,150 

株式の発行による収入 － 5,417 

自己株式の取得による支出 △5 △5 

配当金の支払額 △150 △224 

非支配株主への配当金の支払額 △1 △1 

リース債務の返済による支出 △21 △4 

その他 △20 △57 

財務活動によるキャッシュ・フロー △349 1,723 

現金及び現金同等物に係る換算差額 36 △18 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,540 13,970 

現金及び現金同等物の期首残高 18,558 16,235 

現金及び現金同等物の四半期末残高 15,017 30,205 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成27年７月13日開催の取締役会決議に基づき、当第２四半期連結会計期間において公募による新株式発

行並びにオーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関する第三者割当による新株式発行を行い、資本金が

2,708百万円、資本剰余金が2,708百万円増加いたしました。この結果、当第２四半期連結会計期間末において資本金

が9,030百万円、資本剰余金が7,955百万円となりました。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結損益

計算書計上額 
（注２）   土木事業 建築事業 その他の事業 計 

売上高            

外部顧客に対する売上高 27,128 29,194 1,136 57,458 － 57,458 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
－ 4 194 199 △199 － 

計 27,128 29,198 1,331 57,658 △199 57,458 

セグメント利益又は損失

（△） 
1,017 486 △116 1,387 5 1,393 

 （注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額5百万円は、セグメント間取引消去であります。

 ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結損益

計算書計上額 
（注２）   土木事業 建築事業 その他の事業 計 

売上高            

外部顧客に対する売上高 33,381 36,458 1,271 71,110 － 71,110 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
－ 4 187 191 △191 － 

計 33,381 36,462 1,458 71,302 △191 71,110 

セグメント利益又は損失

（△） 
2,655 1,687 △135 4,207 2 4,210 

 （注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額2百万円は、セグメント間取引消去であります。

 ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
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４．補足情報

（１）四半期個別受注の概況

個別受注実績                  （単位：百万円）

  受 注 高    

28年３月期第２四半期 45,324 △32.8%    

27年３月期第２四半期 67,423     17.0%    

                 

（注）１．受注高は、当該四半期までの金額です。 

   ２．パーセント表示は、対前年同四半期増減率を示します。 

 

（参考）受注実績内訳                                （単位：百万円）

区   分 
平成27年３月期 

第２四半期累計期間 

平成28年３月期 

第２四半期累計期間 
比較増減 増減率 

建 

設 

事 

業 

土 

木 

 国内官公庁 34,213  (50.8%) 16,990 (37.5%) △17,223 △50.3% 

 国内民間 1,775  (2.6%) 1,308 (2.9%) △467 △26.3% 

 海外 737 (1.1%) △190 (△0.4%) △928 － 

 計 36,726  (54.5%) 18,107 (40.0%) △18,619 △50.7%

建 

築 

 国内官公庁 5,349 (7.9%) 5,900 (13.0%) 550 10.3%

 国内民間 24,152  (35.8%) 21,353 (47.1%) △2,798 △11.6%

 海外 1,194   (1.8%) △37 (△0.1%) △1,232 －

 計 30,696  (45.5%) 27,216 (60.0%) △3,479 △11.3%

合 

計 

 国内官公庁 39,562  (58.7%) 22,890 (50.5%) △16,672 △42.1%

 国内民間 25,927  (38.4%) 22,662 (50.0%) △3,265 △12.6%

 海外 1,932  (2.9%) △227 (△0.5%) △2,160 －

 計 67,423 (100.0%) 45,324 (100.0%) △22,098 △32.8%

 

  （注）（ ）内のパーセント表示は、構成比率を示します。
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